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次兄 正にあてた覚悟の書簡 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭
和
一
九
年
八
月
一
日
門
司
港
を
出
港
し
、
鹿
児
島
を
経
由
し
て 

沖
縄
に
向
か
っ
た
野
戦
高
射
砲
第
七
十
九
大
隊
は
、
二
十
三
日
那
覇 

に
到
着
し
た
。 

着
任
後
二
カ
月
も
し
な
い
十
月
十
日
、
米
軍
の
空
爆
を
受
け
、 

以
後
第
二
中
隊
指
揮
小
隊
長
と
し
て
戦
闘
と
陣
地
構
築
の
指
揮
を

と
る
中
で
、
詩
集
「
剣
と
花
」
が
書
か
れ
た
。 

 
 

詩
集
は
昭
和
二
十
年
一
月
本
土
に
疎
開
す
る
女
性
に
託
さ
れ
、
一

部
は
同
級
の
五
十
嵐
大
祐
を
経
て
無
名
の
女
学
生
に
、
一
部
は
「
蠟

人
形
」
の
編
集
者
で
あ
っ
た
大
島
博
光
（
長
野
に
疎
開
中
）
を
通
じ

て
岡
登
志
夫
（
丘
灯
至
夫
）
の
手
許
に
届
き
、
そ
の
後
遺
族
に
引
き

渡
さ
れ
た
。 

当
時
新
聞
社
に
勤
め
て
い
た
岡
の
計
ら
い
で
、
終
戦
直
前
の
八
月

十
日
付
の
福
島
民
報
に
四
十
数
編
の
内
七
作
品
が
掲
載
さ
れ 

貴

重
な
資
料
が
残
さ
れ
た
。 

戦
時
中
の
た
め
新
聞
の
記
事
か
ら
は
、
戦
意
高
揚
の
傾
向
が
高
い

も
の
だ
け
が
掲
載
さ
れ
た
事
が
伺
わ
れ
る
が
、
一
方
で
戦
場
し
か
詩

作
の
場
が
な
か
っ
た
中
で
も
、
命
を
か
け
て
詩
人
と
し
て
の
生
き
方

を
貫
き
通
し
た
強
烈
な
意
志
に
心
を
打
た
れ
る
も
の
が
あ
る
。 



            

   

 



         

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 



生れざる眠りより 

                            谷 玲之介 

 

いまだ光茫は來らず 

ものみな

萬有生れざる眠りに眠る 

 

かしこにて星は死せるがごとし 

かしこにて森は死せるがごとし 

 

ああ極限を啓示せる苛酷よ 

生れざる眠りよりわが
まなこ

眼 めざめ 

わが耳はきく 

石の窓を吹きすぐる太古の風を 

 

幼き靈魂ゆゑ 

孤坐するはさびし 

いづこよりか 

光茫は來らざらむか 

  

 

 

 

 

 

 

 



星 夜 

                          谷 玲之介 

 

星がこんなにちかぢかと 

かゞやきみちる夜だ 

戰ひの前夜とは誰知らう 

土くれとひねもす明け暮れて 

あたりは次第に狹くなる 

 

わたしは大地にあほむけにねころび 

星よ滴
したた

りおちよと幼ない聲を放つ 

 

  【前二編は戦後昭和二十二年に、「蒼空」故人追悼号に三谷晃一が編集して太田博を 

   偲んで発表したものであり、「剣と花」に掲載されてあったものかは定かではない。 

内容から沖縄での作品と考えられるため本章で扱うこととした。 

なお、三谷は後に沖縄の慰霊の旅に訪れた際に、《「星よ滴りおちよ」と歌った人 》  

と太田を偲んでいる。】 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



那 覇 

 

慘禍なまなまし刧火の跡を見よ 

茫々たる焦土 

ために天日暗し 

風に鳴るは燒け落ちたる電線 

或は赤瓦崩れ累なりて 

珊瑚石
かき

垣そゝり立つわが愛
あい

せし
な

那覇よ 

冷たき骸と化れる新嫁のごと 

涙
わ

湧かざるゆえに 

戎衣ひたすら 寒く 

わが
まなじり

眦 を裂けしむ 

 

     

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新
聞
社
注
記 

 

那
覇
は
敵
の
無
差
別
爆
撃
で
焦
土
と
な
っ
た
、
愛
す
る

本
土
を
燒
か
れ
た
傷
痕
は
か
へ
っ
て
敵
へ
の
激
し
い
怒
り

を
生
ん
だ
、
怒
髪
天
を
つ
い
て
筆
者
は
『
わ
が
眦
を
裂
け
し

む
』
と
歌
っ
て
ゐ
る
、
今
や
次
々
に
中
小
都
市
を
轟
爆
す
る

敵
に
一
億
の
憤
り
は
頂
點
に
達
し
て
ゐ
る
の
だ 



防空頭巾 

 

それぞれの
そう

創意が光り 

いさゝかの隙もない 

工夫が隱されてゐる 

防空頭巾を被り 

きみたちが 
はげ

激しい律動の作業をつゞけてゐるとき 

わたしは見出すのだ 

ふかぶかと輝く叡
ち

智が 

この戰ひの苛烈さを 

はねかへし 

勝ち抜く誇りに 

馥郁と 薫ってゐることを 

 

        

 

  【新聞社の注記にあるように、陣地構築作業へのひめゆり学徒隊の献身的な協力に、太 

田は心からの賛辞を記している。休憩時間での純真な彼女たちとの交流と語らいは、 

荒んだ戦闘に傷ついた詩人の心を癒して新たな詩作の心を誘ったに違いない。やが

て「相思樹の歌」が生れてくる土壌が、そこから培われていった。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

新
聞
社
注
記 

 
 

こ
の
詩
に
は
「
女
子
生
徒
ら
軍
作
業
に
協
力
し
あ
り
、
連
日

真
摯
な
作
業
に
感
動
す
」
と
註
が
附
さ
れ
て
あ
る
。
防
空
頭
巾

を
被
っ
て
の
作
業
な
ら
ば
無
論
頭
上
に
は
敵
機
が
舞
っ
て
ゐ

た
こ
と
で
あ
ら
う
、
空
爆
下
に
眞
劍
な
作
業
を
つ
ゞ
け
る
女
學

生
た
ち
の
姿
も
ま
た
神
の
姿
で
な
く
て
な
ん
で
あ
ら
う 

 



 

 

 

   未 完 

 
てき

敵既
すで

に目睫にせまる 

『
けん

劍と花』 

わがふるさとへ恙
つつが

なく
かへ

歸れ 

無名詩人は 南島の一角に 

雲霞の如き 
てき

敵をむかへうち 

衂
ちぬ

りたる
けん

劍を以て 

生命と死の花を 描かん 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新聞記事に掲載された五日後の八月十五日に敗戦となり、残念ながら新聞社注記にあ

る古關祐而作曲の歌がつくられることはなかったが、

自らを「無名詩人」と名付けた太田博の詩に対する強

烈な意志は、長く語り継がれることになった。】 

 

 

 
 
 
 

新
聞
社
注
記 

壯
烈
な
詩
を
最
後
に
こ
の
詩
集
は
終
っ
て
ゐ
る
、
な
ほ 

作
品
中
に
は
歌
謡
詩
も
あ
り 

こ
れ
を
知
っ
て
目
下
福
島 

市
に
疎
開
中
の
作
曲
家
古
關
祐
而
氏
は
こ
れ
か
ら
數
篇
を 

選
び
士
氣
昂
揚
の
資
と
す
る
た
め
早
速
作
曲
に
と
り
か
か 

る
こ
と
と
な
っ
た 

    


